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●博物館移転場所の検討

・加曽利貝塚博物館の移転場所は、モノレールや幹線道路から視界が開け、運営や集客の観点で

効果的な活用方法が見込める小倉浄化センター跡地を利用します。

●博物館機能の検討

・『史跡加曽利貝塚保存活用計画』で示した目指すべき姿の実現に向け、新たな博物館では、「収 

集・保存」「調査・研究」、「展示」、「教育・普及」に「集客・交流」の機能を備えることを検討 

します。 

図 1-5-6 博物館機能の検討 

●機能の分担・集約の検討

・加曽利貝塚博物館と関連する機能を持つ施設として、千葉市埋蔵文化財調査センターと千葉市

立郷土博物館があります。

・新博物館の整備にあたっては、現在、千葉市埋蔵文化財調査センターが担当している加曽利貝

塚の発掘調査や千葉市立郷土博物館での通史展示など、各施設と調査研究や展示などの機能の

分担や連携ができないか、あるいは集約できないか検討します。
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教育・普及 

・縄文・貝塚に関する資料の収集・保存

・縄文・貝塚に関する資料の散逸防止

・縄文文化と貝塚の性格の究明

・大学等との連携や研究の受入れ

・縄文・貝塚の魅力を発信

・縄文・貝塚研究の最新成果の反映

・学校教育や生涯学習等への支援

・加曽利貝塚に携わる人材の育成

博物館としての機能 

加曽利貝塚の目指すべき姿 

縄文文化と貝塚の性格を究明し、調査 

研究の成果を世界に発信していく拠点 

研究成果に基づき、縄文時代の景観と

人々の暮らしが体感できる史跡 

多くの人が集い、地域交流の中核を 

担う拠点 

人々の長い歴史を学び、自然と調和・ 

共存する持続可能な未来を探る史跡 

集客・交流 

・加曽利貝塚への玄関口となるビジターセンター

・日常的に地域住民などが集い交流
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